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はじめに

　読み書きができなくても就労できる！どうやって？５名のディスレクシアを持つ個性豊か
な青年たちを中心に就労に関するそれぞれの経験や希望、疑問をワークショップ形式にし
て分かち合い、まとめる作業をした。

プログラムの目的

ディスレクシア(読み書きの困難)を持つ人は就職ができないのではないかという思い込み
が雇う側、保護者、そして本人にも恐怖感と共に広がっている。片や、成功しているディスレ
クシアの人は幾つかの共通点がある。それは幼いころから好きだったこと、興味を持ってい
たことに関連する道に進んでいること、自分の苦手な部分を知った上でそれをカバーする
方法を知っていること、周りの人に自分のことをうまく伝えて支援を求めることができる等
があげられる。
今回のプログラムではディスレクシア当事者と共にプログラムを組みながら、就労に向けて
｢読み書きが不得意でも幸せな就労ができる｣ために必要ないくつかの要素をワークショッ
プという形をとって検証した。まずディスレクシア当事者が使いやすいものという視点を確
保しつつ、就労するに至るまでのプロセスで自分達が困難さを感じたポイントに焦点をあて
ながら前進するプログラムとした。
是非、本人だけではなく、雇用側、まだ就労に至らない年代のディスレクシアの人たちの保
護者、そして学校の教員にも理解してもらいたい。

プログラムのなり立ち

プログラムは当事者を中心に１２回のワークショップを通して分かったことをガイドブック
になるように組み立てた。まずは自分を知る、自分を表現する、履歴書の書き方、就職活動、
企業の見方、そしてプログラムを組むなかで就職にかかわる制度も取り入れた。

NPO EDGE会長　藤堂榮子
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～ディスレクシアとは～

『学習障害』の中でも特に読み書きの困難を示す症状で、人口の8％はいると言われています。
（２０１０、宇野彰）読み書きの困難を測るためには読みのスピード、流暢さ、正確さを同年齢の人たちと比べ
てみなくてはなりません。

早期発見と言っても読み書きが本格的に始まるのは小学校に入ってですから、その後からしかわかられませ
ん。また日本語ではひらがな、カタカナ、漢字（1000字）、アルファベットを小学校の間に学ぶため『普通』と言
われている人たちでも読み書きの習得には苦労します。

ディスレクシアの人の読み書きの困難さは下記の様な症状で気がつくことがあります
読む
• たどたどしい読み方　フレッディー　フ・レ・・・・ディイイ
• 不正確な読み方　　　雰囲気　 　ふいんき
• 勝手読み　　　　　　でした　 　だった
• 似た音と間違う　　　かなぶん　 　かんぶん
• 似た形と間違う　　　開く　　 　聞く
• 順番を間違う　　　　とうもろこし　 　とうろもこし
• 電話番号を聞き間違う
• 日本語では音に変えなければ長文読解は可能　発見が遅くなる
書く
• 音を飛ばす　　　　　がっこう　 　がこう
• 推測で書く　　　　　でした　 　だった、百貨店　 　デパート
• 似た音と間違う　　　はな　 　かな
• 形が似ているが違う　横棒が一本足りない　　　
• 書き順、ヘンとツクリが逆、鏡文字
• 電話番号を書き間違う
• 文字を想起するのに時間がかかる

読む、書くと言うことは記号である文字に音がつながり、その音に意味があるという形で意味を瞬時に読みな
がらとっていって読解をすることですが、音と文字がつながらないとひらがなやカタカナ、アルファベットの場
合は意味が成り立ちません。日本語の場合は形に意味がある漢字が入っているので、音がわからなくても大体
の意味がわかることもあり、その分発見が遅れることがあります。
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～ディスレクシアの就労～
現在の状況
・発達障害者支援法（2005年発効）で位置づけられている。
・特別支援教育の実施（2007年4月）によって、小中学校における対応は進んできている。幼
稚園、高等教育などでも対応が始まったところである。

就労における困り感としては、
・　本人が自分がディスレクシアであることに気が付いていない。不全感だけを持っている。
・　傍目から見てもわからない。
・　自分の適性がわからない。
・　小さいころからダメだといわれ続けて自信を失っている人もたくさんいる。
・　保護者の希望と自分の希望が合わないということがある。
・　教育と就労に必要な要件に隔たりがある。
・　資格の取得が難しい。（運転免許や仕事に必要な能力はあっても試験にとおらない）。
・　自己の表現方法が不得意である。
・　ディスレクシアであることを隠さなければならなくなる。
・　社会の問題として支援体制が出来ていない。
・　成人にディスレクシアの診断ができるところがほとんどない。
・　障害者枠での就労が困難（手帳をとることが困難）。
・　企業の無理解（手書きの履歴書でなければならない）。
・　企業の期待と本人ができることのミスマッチ



＜ノート＞

DX就労ガイドブック

6

第１章　自分を知る１　～自分を見つめる～

＊＊＊この章のポイント＊＊＊

書く・描く事と話すことで、自分を見つめる

説明

☆　自分を一番知っているのは誰
☆　自分を探る
☆　過去を振り返る
☆　将来を描く
☆　大事なものは何　～価値観

自分を知る１
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自分を知る１

【やってみよう】
自己紹介シートを書いて・描いてみる

テーマ「夏休みにしたいこと」をA４あるいはB４の用紙にクレヨンで描いてみましょう。

※　テーマは「連休にしたいこと」、「お昼に食べたいもの」、「子どもの時どんなあそびをしま
したか」等々何でも良いです。
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自分を知る１

【やってみよう】
このシートを使って、周りの人と自己紹介をしてみましょう

＊突然自己紹介をしてください、と言われると慌てて何も言えなくなったりします。でも、
こういうシートを書いて、書いた・描いたことについて話すと話しやすいのではないでし
ょうか。
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【やってみよう】
自己紹介シートを使って、自己紹介した感想を書いてみよう
＜感想＞

自分を知る１

＊友人や家族と自己紹介をしてましょう。
何度かやってみると、突然自己紹介をする場合に楽です。

【工夫しよう】
自己紹介カードのかわりに、自分で思いつくこと、関心のあること、自分が好きなことを書い
て・描いて、自己紹介をしてみましょう。自己表現が段々楽に出来るようになります。
また、新たな自分を発見する事も多々あります。
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自分を知る１

　　　　一番の
喜び・誇り

　　　　家族

　　　　印象的な人

　　　　出来事

高等学校中学校小学校～6歳時期

　　　　一番の
喜び・誇り

　　　　家族

　　　　印象的な人

　　　　出来事

高等学校中学校小学校～6歳時期

【やってみよう】
１．下の表に自分のこれまでの体験の中で、印象的だったことを時代毎に書いてみまし
ょう。
２．書いた中から一番印象的、誇らしい、大事な事を一つだけ選びます。
３．選んだ事を誰かに話してみてください。

＊一つ何か書いたら、その事に関連する事を思い出します。
例）小学校1年生の時の遠足→最初に仲良くなった友だち→友人とどんな遊びをした
か・・・・・
＊振り返りについては資料集を参照にして下さい。
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自分を知る１

【当事者の声】

今野さん（仮名）

「自分が就労のことを考えていたので、自分を知るワークショップが役に立った。それから
他人の話を聞き、それをまとめて話すのは難しかったが、自分自身を知るためにも参考に
なった」

★★第1章のまとめ★★

・話す前に1度書いて・描いてみること
・自分像を書いて・描いてみること
・過去は宝の山
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第2章　自分を知る２　～仕事と結びつける～

＊＊＊この章のポイント＊＊＊

見つけた自分と仕事を結びつける

説明

☆　自分の強みは何か
☆　客観的に自分を知るために
☆　資格についても考えよう
☆　困ったことを再認識する

自分を知る２
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自分を知る２

【やってみよう】
自分の得意なこと、特技を書き・描きだしてみよう。

※注意
・世界一とか日本一である必要はありません
・「好きなこと」はたいてい「得意なこと」です

気楽に思いつくまま書いてみましょう
☆これが君の強みですよ。遠慮無く書き・描きだしてみよう

例）
　大阪弁が話せる、針に糸を通すのが得意、英語は不得手なのに外人の友人がいる、サッ
カーをしている、そろばん1級、活字が大好き、週に一本映画を見る、旅行の計画を立てる
のが得意等々何でもありです。
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自分を知る２

客観的に自分を知るために
アセスメント（心理的な検査）を使って自分を知る方法もあります。

今回のワークショップでは、TA（Transactional Analysis)理論に基づく「エゴグラム」と
いうアセスメントをしてみました。

DXにとってアセスメントは・・・・

DXは文字を読んだり、理解する上で障害を感じる。
だから、アセスメントは苦手な分野である場合が多い

ワークショップでも当事者からこれまで、就職時のアセスメントでの体験を訴える声が
ありました。

アセスメントそのものを受ける事が難しいということを理解してもらう必要がある．．
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自分を知る２

【やってみよう】
１）これまでやってきた自分探しから、自分の特徴や強みを書いて・描いてみましょう。
２）そして、それと資格（資料集参照）を結びつけてみましょう。
３）何故その資格を選んだのかも書いて・描いてみましょう

☆あなたに合った資格はどれでしょうか。あなたが関心のある資格はどれでしょうか。

☆自分の強みを更に強化するためにあるのが
「資格」
ただし、

資格があれば大丈夫ということではないですよ

・資格をどう使うか
・自分が何をしたいから、その為に資格を取る
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自分を知る２

　この章の最後に、日々の生活やこれまでの学校体験、就労体験の中で、自分が困って
しまったことについて考えてみましょう

【やってみよう】

１）これまでの体験で、あなたが困ったことをあげてください。
２）そして、その困ったことは、どうしたら、どんな援助があったらできるようになるかを、
周りの人と一緒に考えてみましょう。

あなたは、ちょっとした助けがあれば、いろいろなことが出来るということを理解してく
ださい。そうしたら、あなたの可能性は大きく広がるのではないでしょうか。
その事が分かると、解決はちかいですよ。
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自分を知る２

【当事者の声】

深川さん

「直前まで、就職活動をしていたので、自分を知るテストは興味を持った。就職した後、定
期的にやってみてもいいのではないか」

★★第２章のまとめ★★

・得意なこと、長所をたくさん見つけよう
・不得意なこと、短所も、得意や長所に変わる
・資格についても1度考えてみよう
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第３章　自分を表現する　
～履歴書・エントリーシート～

＊＊＊この章のポイント＊＊＊

履歴書・エントリーシートと面接対策

説明

☆　決まった内容
☆　自分自身を表現する
☆　面接のシナリオ
☆　素の自分を表現する
☆　パソコンに基本形を作っておこう

自分を表現する
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自分を表現する

★履歴書・エントリーシートの書き方の基本（資料：エントリーシートを参照）
※エントリーシートと履歴書はほぼ同じ内容です。ここでは履歴書で話を進めます。
履歴書は書く事が決まっている部分（氏名や住所、学歴など）と内容が変わる部分（志望動
機、自己PRなど）に分かれます。
まずは、それぞれについて簡単に説明します。

１．書くことが決まっている部分→これは調べれば書ける部分です
　・氏名
　・性別
　・生年月日
　・現住所
　・電話、携帯番号、e-mail等連絡先
　・学歴、職歴、賞罰
２．内容が変わる部分→これは自分で考えて書きます
　こちらは誰もが書くのに苦労しますよ
　・志望動機
　・自己PR
　・学生時代にやったこと
　・自分の夢
　・最近関心を持ったニュース　　等々

★★工夫してみよう★★

・　履歴書は手書きが当たり前と思っている人が多いようですが、別に決まっているわけ
　 ではありません、手書きでなくても大丈夫です。
・　パソコンで書いた方が楽な人は、時間のある時にがんばって書いておけば、それを時々
　 更新するだけで何回でもプリントアウトして使えます。
・　友達や周りの人と作ることも出来ます。
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１．定型の部分（氏名や住所、学歴など）
　・ほぼ決まってることなので、パソコンに作っておく
　 （資料集参照）

自分を表現する 【エントリーシートや履歴書の書き方の基本】

【やってみよう】
下記に自分の事を書き込んでみましょう。

　緊急の連絡先

　e-mail

　携帯電話

　電話番号

〒

現住所

西暦・昭和・平成　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日生年月日

　　氏名

性別　ふりがな

　緊急の連絡先

　e-mail

　携帯電話

　電話番号

〒

現住所

西暦・昭和・平成　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日生年月日

　　氏名

性別　ふりがな
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自分を表現する 【エントリーシートや履歴書の書き方の基本】

１．定型の部分（氏名や住所、学歴など）
　・ほぼ決まってることなので、パソコンに作っておく
    （資料集参照）

【やってみよう】
下記に自分の事を書き込んでみましょう。

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　賞罰西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　資格西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　職歴西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　高校卒西暦　　年　　月

中学校卒西暦　　年　　月

小学校卒西暦　　年　　月

学歴年　　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　賞罰西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　資格西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　職歴西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　西暦　　年　　月

　高校卒西暦　　年　　月

中学校卒西暦　　年　　月

小学校卒西暦　　年　　月

学歴年　　　月
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自分を表現する【エントリーシートや履歴書の書き方の基本】

２．志望動機、自分の長所あるいは自己PR、学生時代にやったこと、最近関心のあること
　・自分を知るで見いだした自分を書く
　 （資料集参照）

【やってみよう】
下記の３点について、巻末の資料のページにある原稿用紙に書いてみましょう。400字前
後で書いてください。
１）志望動機
２）自己PR
３）学生時代にやったこと
４）最近関心をもったニュース
５）将来の夢

◇書く前にためしてみよう◇
書く前に誰かと話をしてみましょう。
・話をすると考えがまとまります
・話をすると新しい考えが生まれてきます
・話をすると相手があなたのことを教えてくれることがあります

★★工夫してみよう★★
400字の文章なんて書けない、という人はこんな工夫はどうでしょう。

１）志望動機や関心を持ったニュースなどを書くのではなく、話してみましょう。それをテ
ープやICレコーダに録音しましょう。その録音を聞いて、自分で書いたり、誰かに書いても
らいましょう。
２）文字を書く前にまず、絵やマインドマップなどで表現してみましょう。書きやすくなる
かも知れません。
３）付箋に書き留めて後からまとめる方法もあります。
４）フローチャートの方が得意は人はそちらを利用してみましょう。
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自分を表現する

【やってみよう】→このワークはペアでします
１）自分の苦手や、不得意なことを書いて・描いてください。
２）ペアのもう一人は、その苦手や、不得意なところを良い意味に言い換えて、その人を誉
めてあげてください。

☆誉めて、自信をつけることはとても素敵ですね。

【やってみよう】
第2章の感想を書いてみましょう
＜感想＞

★★工夫してみよう★★
履歴書を手書きする場合、人に書いてもらってもいいですよね。Mさんは自分の履歴書を
友人に書いてもらって、それをコピーして使っています。Mさんは文字を書くのがとても苦
手なのです。自分の苦手なことをどのような工夫で軽減しているのかリストにしておこう。
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自分を表現する

【当事者の声】

砂長さん

「お互いに、自分の特徴や欠点を述べていくうちに、だんだん新しい発見があった。そし
て、当事者自身が世間に啓発する運動を積極的に企画したほうがいいと、思った」

★★第３章のまとめ★★

・得意なこと、長所をたくさん見つけよう
・不得意なこと、短所も、得意や長所に変わる
・資格について検討してみよう
・自分の不得意なことをどう伝えるか
・自分の不得意なことをどのような工夫で乗り越えているのか
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第4章　就職活動１　～就活をはじめる～

＊＊＊この章のポイント＊＊＊

就活の仕方を考えてみる

説明

☆　まずは入り口、スタートライにはどんな
　　ものがあるか
☆　企業セミナーにも顔を出してみよう
☆　得意な仕方でアプローチしよう
☆　いろいろ工夫してみよう

就職活動１
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就職活動の流れを確認してみましょう

１）企業を探す
　①自分の関心をはっきりさせる
　②企業の情報を収集する
２）エントリーする
　①エントリーシートや履歴書を書く
３）就職試験を受ける
　①筆記試験
　②面接試験
４）内定をもらう

【【やってみよう】
まずは気楽に出来ることから動いてみよう
１）就職情報誌を買ってみる
２）インターネットの就職サイトをのぞく

★★工夫してみよう★★
日本にはたくさんの会社があります。どんな会社があるか、どんな業種があるか、どんな
仕事があるか

注）企業セミナーに行く時は服装や髪型に気をつけよう。企業セミナーでも人事は選考の
眼でみていますよ。

就職活動１
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就職活動１

日本にはたくさんの会社があります。どんな会社があるか、どんな業種があるか、どん
な仕事があるか1度調べてみましょう。

＊明治製菓はお菓子の会社ですが、一番の売上は薬品です。
＊新聞の株式欄を見てみましょう。上場企業だけでこんなにたくさんあります。
＊株式会社だけで約114万社 （うち上場企業は4000社）

【やってみよう】
まずは気楽に出来ることから動いてみよう
１）就職情報誌を買ってみる
２）インターネットの就職サイトをのぞく
３）気になる企業の事をインターネットで調べる
４）勤めている人に企業の様子を聞く

★★工夫してみよう★★
＜会社探しのひと工夫＞
新聞の株式欄を見ると、日本の上場企業がズラッと並んでいます。下記のようなことを
してみましょう。
１）その表を見て、自分が知っている企業名に線を引いて消します。
２）家族や知人に頼んで、知っている企業を消してもらいます。
３）そうすると、消し残った企業は、上場企業（比較的優良な企業）でしかも、あまり人
に知られていない企業です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　

これらの企業について、「会社四季報」（東洋経済新報社刊の企業情報誌）を見て内容
を調べるのも、会社さがしの一つの方法です。
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就職活動１

企業セミナーとは

・企業セミナーは、企業が新規に社員を採用するために、自分の会社を知ってもらうた
めに開催するものです。
・昨今は、複数の（場合によっては数百社の）企業が合同で行う合同企業セミナーが主
流です。
・これらの合同企業セミナーは就職情報会社や自治体・官庁などが主催しています。
・企業セミナーの情報は就職情報会社に会員登録したり、自治体や官庁のホームペー
ジに掲載されます。
・企業セミナーへの参加は無料が基本です。
・企業セミナーはセミナーと称していますが、既に採用の場となっています。参加する
場合も、そのような心構えや服装が大事です。

【やってみよう】
１）就職情報誌のホームページを見てみよう
２）会員登録して、中に入ってみよう
　　　※注）会員登録すると、登録を破棄するまで、登録した情報会社から就職情報
　　　　　 が届けられます。
３）どんな記事や情報が掲載されているか調べてみよう

【やってみよう】
就職情報誌のホームページを見て感じたことや発見したことを書いておきましょう。
＜感想・発見＞
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就職活動１

実際の活動での注意点

服装：基本的にスーツが良いですね。クリエイティブな仕事の場合は私服と指示されて
いる場合もあります。白いワイシャツの下にカラーや柄のTシャツ、スーツに白のスポ
ーツ靴下、スーツに黒いスニーカーは×です。ネクタイもスタンダードな色・柄のものを
用意しましょう。

時間：仕事においては時間の観念が重要視されます。特に、面接の場合などは、遅刻は
致命的です。事前に会社やセミナー会場、面接が行われる場所を下見するのも方法で
す。

【やってみよう】
１）　就職活動の服装をして、外を歩いてみよう
２）　自分が受けようと思う会社の近くにスーツ姿で下見をしよう
３）　予定の時間の30分前につくように時間に合わせて予行練習をしよう
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就職活動１

【当事者の声】

柴田

「お互いに誉め合いをすることにより、前向きの気持ちになれたのが良かった。積極的な
行動がよい就職につながると思った」

★★第４章のまとめ★★

・入り口が大事です
・まず動いてみよう
・就職するという姿勢も大事です
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第５章　就職活動２　～当事者の体験から学ぶ～

＊＊＊この章のポイント＊＊＊

みんな自分の問題を工夫で乗り越えている

　第5回目のワークショップは当事者5名によるパネ
ルディスカッションが下記の通り行われました。

パネリスト：
A　（男： 障害者施設職員）
B　（女：外資系秘書など歴任、現在、保険営業、料理
　　　  教室講師）
C　（男：食品関係の企業）
D　（男：NPO職員）
E　（男；サニタリーの営業職）

コーディネーター
榎本達彦（事務局）

　テーマは5名の当事者が実際就職活動をどう行っ
たか、就職活動で苦労したことは何か、その問題を実
際にどのように工夫し、克服したかが話し合われまし
た。
　第5章では「工夫」ということに焦点を当てて考えて
いきます。

就職活動２
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就職活動２

Aさんの場合・・・

Aさんは、専門学校卒業後、ゲーム制作会社にデザイナーとして就職しました（正社員）。
会社の中は活気があり、ザワザワしていてAさんは昼間事務所で仕事をするのが困難で
した。そこで、仕事を夜する事にしました。その為に、電気釜を持ち込んでみたり、ソファ
を持ち込んだり、机の前ではなく、床にゴザを敷いて床で仕事をしたりしました。でも、
これらの行為が会社で認められず、苦労しました。そんな時、AさんはEDGEに出会い、
相談しました。そこで、藤堂さんが会社の総務を通して、どうしてAさんがこういう行為
をするのかをきちんと説明したのです。その結果、セキュリティーの問題など会社側の
状況を説明した上で会社は働き易い環境の整備をしてくれました。

＜工夫１＞
　1人で悩んだり、考え込むのではなく、誰か人に相談したり、力になってもらう。弱点
とか障害と言われる物を、きちんと相手に分かってもらうことで、社会で生きやすくな
るのではないでしょうか。
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就職活動２

＜考えて見よう＞
　Aさんの、体験や工夫を見てきましたが、あなたならどんな工夫をしますか。
下記に私だったらこうする、 これまでの自分を振り返ってこんな工夫をしたなという
工夫を書いてみましょう。また、Aさんの体験から感じたこと、考えたこと、学んだこと
を書いておきましょう。
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就職活動２

Aさんが就職した会社はその後、事業縮小の為会社の都合で彼は退職しました。そし
て、Aさんは新しい仕事、今の仕事に就きました。就職活動は、web上の就職サイトで
今の仕事を見つけ、書類選考、面接を経て内定を得ました。

　＜工夫２＞
　今の仕事を得る時も、以前もAさんにとっての課題は履歴書を書くことでした。Aさ
んは書くのが苦手で、自分1人では履歴書を書けないと思い、友人に書いてもらったの
です。彼が話し、それを友人が履歴書に書いてくれたわけです。Aさんは見事それで内
定を獲得したのです。
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就職活動２

Dさんの場合・・・

Dさんは、大学卒業後、教育に関心があったので、塾・予備校関係の業界に仕事を探し
ていました。ですが、この業界はやはりペーパーテストが出題され、文字の読みが苦手
のDさんはことごとく落ち続けます。しかし、面接重視の会社があり、（Dさんの言い方
では）うまく潜り込めたのです。しかし、仕事自体はなんとかなるのですが、周りと同調
して動くのが苦手だったり、読むのが苦手だったりすることで、結局その会社は退職し
てしまいます。
　その後、DさんはNPOの職員となります。NPOでは周りの理解もあり、またやり甲斐
のある仕事であり、一生懸命仕事をするのですが、メモが出来なかったり、短期記憶に
難があったりで、ミスが多発します。
　Dさんはある時「マインドマップ」について知り、それをノート取りに活用します。そう
したら、物忘れやミスが少なくなったそうです。
　マインドマップは文字は使いますが、書き方を絵のように描くのでディスクレシアの
彼には使いやすい方法だったようです。

＜コラム＞
　そういえば、DX会では感想や意見を文字だけでなく、絵で描くのもOKとなっていま
す。むしろ今は、みんなが絵で自分の事を表現しています。そうすると、文字の時よりも
全体が活性化するのです。とても楽しいですよ。
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就職活動２

Eさんの場合・・・

　Eさんは、今サニタリー関係の営業マンをしています。営業マンの仕事は結構楽しい
のですが、自分では人と話をすることに劣等感を感じていました。そこでEさんはその
劣等感を克服するためにお芝居を始めます。芝居を通して自分を表現したり、しゃべり
の技術を身につけようと考えたのです。その結果、彼は営業マンを6年間し続けること
ができ、今もがんばっているのです。

＜考えてみよう＞
Eさんが活用している、マインドマップはいろいろ本も出ています。
Eさんのメモ取りの工夫についてどう思いますか。もしあなたが何か不得手なことがあ
ったとしたら、どんな工夫や支援があるとうまくいくと思いますか。少し考えて、気づい
たことを下記に書いておきましょう。
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【当事者の声】

砂長さん

「毎回、ワークショップをするうちに、当事者が驚く程多くの共通項を持っていることに気
がつきます。みんな共通して自動車免許を取るのに苦労した様です。それでも、周囲が分か
ってくれれば、重要な仕事が出来るようになりました。」

★★第５章のまとめ★★

・いろいろな人の体験や工夫を参考にする
・自分がこれまでにして来た工夫を振り返る
・「出来ないこと」を直すだけでなく、工夫によってそ    
　れを乗り越える事も大事です。

就職活動２
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カラム　～海外の場合～
　海外でも成人ディスレクシアだけの団体はありませんが、英国では成人ディスレクシアの
会がドナルド・シュロス氏のイニシアティブで政策提言やディスレクシアにやさしい職場で
の対応などを推進しています。

2009年10月に来日したドナルドさんとロス・クーパー氏（サザンプトン大学教授）はDX会
のメンバーとのワークショップに参加ました。言葉は違っても同じような悩みを持ち、それで
も制度を変え、社会を動かす活動をしている同志として活発に意見を交換しました。

成人ディスレクシアに対してできること「合理的な配慮」

配慮：コーディネーターが職場のニーズと本人のニーズのコーディネーションをする。また、
日常生活のサポーター（アシスタントとしてメモを取る、書類などを書くときに同行する）の
育成をして必要に応じて派遣しています。

組合：パン屋組合ではまず組合がディスレクシアについて研修して、雇用者から不当な扱い
を受ける組合員に対して後押しをしています。

行政：Access to workという部署がさまざまな障害を持つ人に対する仕事をするうえでの
コーディネーションをしています。給与の一部をはじめの5年間補填する。先進機器やソフト
で必要なものを吟味した上で供与します。

メーカーなどはディスレクシアの人に意見を聞いて物つくりをしています。時計、携帯、ソフ
ト、OSなど。ADOはコンサルティングをしています。スウェーデンの協会ではパソコン教室
やわかりやすいマニュアル作りなどを実践しています。

http://www.adult-dyslexia.org/
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第6章　企業のニーズ　～企業研究～

＊＊＊この章のポイント＊＊＊

いろいろな会社を見てみよう

説明

☆　君を必要としている会社が必ずある
☆　気持ちよく、楽しく仕事をしよう
☆　視点を変えてみよう
☆　時には我慢も必要だ

企業のニーズ
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企業のニーズ

【やってみよう】
今の自分の興味関心と強みを一つずつ書き出してみよう。
第1章、第2章でやった自己分析が役立ちます。
★興味

★関心

★好きなこと

★強み

★やってみたいこと

企業研究とは

・企業研究とは、就職情報やwebサイトを使って、業績や企業理念を調べたりすること
です。
・細かい数字や理念よりも、大雑把にその会社がどういう会社でどういう事をしてい
るのか、を知れば足りることです。
・要は、自分の方向性と企業の方向性が合っているかどうかです。大きな方向性で考え
ましょう。
・企業が求めている人材像も大事です。その人材像と自分の興味関心、強みが合うこ
とが大事です。
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企業のニーズ

【やってみよう】
これまでに書き出した興味・関心、強みと合いそうな候補企業を捜してみよう。
Webサイトや会社四季報を見たりやハローワークに行って捜してみよう。

＜候補企業＞
１）

２）

３）

★★★当事者の体験から→

第5章で登場したAさんは、以前IT系の仕事をしていましたが、会社の都合で退社しま
した。その後次の仕事を捜していましたが、DX会に数年前から出ていて、障害者の施設
での仕事に関心を持ち、webサイトでその関係の求人に応募をして、見事採用となりま
した。Aさんは仕事は大変だけど、やり甲斐もあり、楽しい、と言っています。
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企業のニーズ

【やってみよう】
書き出した企業が何故自分に合っていると考えたか、その理由を書いてみましょう。

＜理由＞
１）

２）

３）

自分の選択や行動の根拠や理由を明確にする、という作業です。
この明確化は、具体的な就職活動に自信をもたらし、面接などでもきちんと自分の意見
が言えるようになります。

【やってみよう】
書き出した企業がどういう人材を求めているかを調べて書いてみましょう。

＜ニーズ＞
１）

２）

３）
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企業のニーズ

【当事者の声】

今、障害者施設に勤めているAさんは、EDGE主催のDX会に参加していて、障害者施設で
いろいろな人の話を聴いたり、世話をしたりする仕事も良いな、と思い、就職活動をしたそ
うです。

そういう自分のしたいことを仕事にしたこともあり、日々の仕事は大変だけど、楽しいしや
り甲斐があるといっていました。

★★第６章のまとめ★★

自分のしたいこと、大事にしていることを発揮できる
仕事が探せたら素晴らしい！
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カラム　～IBMのニーズ～
障害者雇用促進ポリシー

・積極的な採用：雇用機会は均等にもうけ、すべての人材を平等に評価。「障害者雇用枠」は
ありません。
・就労環境のバリアフリー推進：障害のバリアは会社がその解決を支援。「障害者（PwD）カ
ウンセル」活動・BAATなど。
・IT支援ツールの研究開発と提供：ホームページリーダー・読み上げソフト（JAWS）・Easy 
Web Browsingの開発など。

IBMの採用方針

・社員はスペシャリスト集団
・求める人材像は自らを高め、大きく成長しようという意思のある方
・キャリア採用は即戦力となるスキル・経験があること

障害のある方々に求めるもの

・自立していること（他の人の助けを基本的に必要としないこと）
・チャレンジする気持ちを持ちつづけることができる
・他人に誇れる得意分野を持つこと（他人に迷惑をかけてしまって申し訳ないという気持ち
を持ってしまうのであれば、こういった分野をもってそれで補完するのだという意識で働い
てほしい）



45

＜ノート＞

DX就労ガイドブック

第７章　就職先チェック　～最終確認をする～

＊＊＊この章のポイント＊＊＊

いろいろな制度や条件をチェックする

説明

☆　いろいろな制度を知る
☆　厚生・待遇についてチェックする
☆　諸条件チェック

就職先チェック
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就労については、法的にいろいろ規制があります。労働者に取って必要な規制について考
えましょう。

就労のさまざまな条件について、最終確認をしないと、仕事を始めて見て、「え！そんなこと
聴いていない」「そんなこと知らなかった」ということが起こることがあります。

「私は本当はこういう事がしたかったのに、全然違う」というのは良く聴く話です。職場は
数年～数十年、1日8時間以上いて、自分の生活の糧を得る場です。より快適な条件がほし
ですよね。

第7章ではそういう諸条件についての最終チェックをします。

就職先チェック
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就職先を最終決定する前に、あるいは就職活動をしている時に、下記のチェックをしてみ
ましょう。

就職先チェック

　使用期間が明確にされているか１９）
　給料日はいつか１８）

　変則業務かどうか１７）

　業務時間は明確か１６）

　実際にする仕事内容は理解できているか１５）
　この会社で働きたい、という気持ちは１４）

　会社のHPはあるか、見た感想は１３）

　会社の事業ははプライドの持てる内容か１２）

　ここ数年の売上・利益業績はどうか１１）
　有給休暇制度はあるか１０）

　休日の規定はどうか９）

　残業代・休日出勤は支給されるか８）

　賞与はあるか７）
　社会保険は加入できるか６）

　厚生年金は加入できるか５）

　社長や人事担当者の人柄４）

　通勤時間は通勤可能範囲か３）
　給与は想定内か２）

　自分がしたい仕事か１）

○△×を記入チェック項目　

　使用期間が明確にされているか１９）
　給料日はいつか１８）

　変則業務かどうか１７）

　業務時間は明確か１６）

　実際にする仕事内容は理解できているか１５）
　この会社で働きたい、という気持ちは１４）

　会社のHPはあるか、見た感想は１３）

　会社の事業ははプライドの持てる内容か１２）

　ここ数年の売上・利益業績はどうか１１）
　有給休暇制度はあるか１０）

　休日の規定はどうか９）

　残業代・休日出勤は支給されるか８）

　賞与はあるか７）
　社会保険は加入できるか６）

　厚生年金は加入できるか５）

　社長や人事担当者の人柄４）

　通勤時間は通勤可能範囲か３）
　給与は想定内か２）

　自分がしたい仕事か１）

○△×を記入チェック項目　
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諸条件チェックの解説　①

給与関係；給与は一番の関心事です。しっかり確認し、納得してください。

①　給与があまりに安い。月出勤日数で給与を割ると時給がでます。その時給が　　
　1000円以下は問題外、1500円あたりが基準です。

②　給与が基本給＋実績の場合、基本給が生活をする上での最低基準を越えている
　　かどうかチェックしましょう。また、実績の内容が具体的になっているかどうかも
　　確認ポイントです。

③　給料日をしっかり確認しましょう。

④　交通費の支給は、全額か、条件があるか、支給されないのかを確認しましょう。基
　　本的には全額支給です。

⑤　賞与（ボーナス）の有無と平均的な金額或いは月数を確認しましょう。

⑥　昇級があるかどうかは大事なことです。最初ちょっと高めでも、昇級が無いと結婚
し　　たり、子どもが出来たりすると、生活が出来なくなることもあります。

⑦　残業代の支給についても大事です。残業代が付かないと、会社は雇用を条件にサ
　　ービス残業を強いることがあります。残業時間数の最大値を設定している企業も
　　ありますから、その点もチェックですよ。

★注意
チェック解説は文字が多くて読みにくい人がいるかも知れません、必ず周りの人に読
んでもらうなどして、自分で確認しましょう。

就職先チェック
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諸条件チェックの解説　②

厚生年金と社会保険の有無および内容についてきちんと確認しましょう。国民年金や
国民健康保険よりもずっと有利なので、この有無は大事なことです。

　社会保険にはさまざまな種類があるということで、主なものは、労働者災害補償保険
（労災保険）、雇用保険、健康保険、厚生年金保険、国民健康保険、介護保険などです。 

①年金
　国民年金（負担・支給共に定額）がベースにあり、厚生年金に加入している会社の社
員は、支給が国民年金分＋厚生年金分ということになります。また負担は会社と折半
になります。

②健康保険
　国民健康保険は全額本人負担です。また、扶養家族も自分の分を払う義務がありま
す。

　サラリーマンが入っているのが組合保険や協会保険です。この保険の負担は本人と
会社が折半になります。また、扶養家族分は払う必要がありません。

★注意
チェック解説は文字が多くて読みにくい人がいるかも知れません、必ず周りの人に読
んでもらうなどして、自分で確認しましょう。
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就職先チェック

実際に就職活動をしたり、内定をもらって、会社の諸条件について疑問があったら、そうい
うことを良く知っている人に聴いてみましょう。　

★★第7章のまとめ★★

仕事をする上で関係してくる制度や規制、諸条件を
知らないで就職して働いている人がたくさんいます。
しっかり、そういうこともチェックしてみましょう。
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INDEX

１） ワークショップ

２） 就職先チェック

３） 職場で役立つヒント集
a. 電話
b. 時間管理、遅刻
c. 社会関係～DXを明らかにするかどうか
d. 仕事選び～強みと弱み
e. ITツール

４） DXな人達から学ぼう
砂長美んちゃんの場合
今野さんの場合
深川さんの場合
藤堂高直さんの場合
村松さんの場合
柴田さんの場合

５） 支援者からの言葉

資料集
１） DX支援機器紹介
２） 確定申告
３） ネットラジオ
４） 過去の振り返り
５） 履歴書、エントリーシート
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□第7回WAMワークショップ
2010年７月４日
DXが職場で経験するトラブル

第一章　　工夫をする力
１－１　DXの就労と課題　
１－２　苦労と工夫　（ディスレクシアなので）
１－３　苦労と工夫　（これもディスレクシアのせい？）
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□第８回WAMワークショップ
2010年８月22日
DXが職場での工夫

第二章　　ケースワーク　働き続ける
２－１　ケースワーク　その１　柴田さんの場合
２－２　ケースワーク　その２　村松さんの場合
２－３　ケースワーク　その３　今野さんの場合
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□第９回WAMワークショップ
2010年８月２３日
転職と企業

第三章　　ケースワーク　転職をしなくちゃ
３－１　ケースワーク　その４－１　砂長美んさんの場合
３－２　ケースワーク　その４－２　砂長美んさんの場合
 
□第１０回WAMワークショップ
2010年10月３日
LDの仕事とを支える支援機器

第四章　　情報支援ツールの活用
４－１　情報支援ツールの活用　河野先生
４－２　情報支援ツールの活用　藤堂高直、深川
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□第１１回WAMワークショップ
２０１０年１２月１２日
転職と企業

第五章　　勤めるだけが脳じゃない
５－１　起業と企業　「起業」　伊谷、藤堂栄子
５－２　起業と企業　「企業」　ラビット－荒川、インテル－足立
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□第１２回WAMワークショップ
2011年２月20日
「確定申告などの事務処理」

第六章　　立派なタックスペイヤー
６　　　「社会の仕組み　その２　確定申告」　吉川洋志会計士
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□発表会
2011年3月27日
「発表会」

第七章　　この2年間の成長
７　　　　発表会　全員
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企業から見たディスレクシアの就職について

【１．手帳ありでの就職活動】
→障害者枠での就職も可能になる

メリット：
・就職する方法が増える（可能性が高まる）。
・障害をオープンにするため、必要な配慮を受けることができる。

デメリット：
・「障害者用」に用意された仕事しか、任されない可能性がある。
・「障害者用」に用意された雇用条件で雇用され、昇給が制限される
可能性がある。

その他
・上記のメリットデメリットは、障害者雇用促進法の実質対象となる従業員
201人以上の企業が対象になります。

【２．手帳なしでの就職活動】
→一般枠での就職活動となる

メリット：
・先入観をもたれずにすむ。

デメリット：
・障害の配慮が受けにくい

その他
・障害者雇用促進法の実質対象外の、従業員200人以上の企業であれば
手帳取得のメリットはないので、自分のスキルを売り込むという、本来の
就職活動をすることをお勧めです。
・小規模企業の場合は、経営者に気に入られれば、全社的に必要な
配慮を得られる可能性もあるため、お勧めの方法のひとつです。

就職先チェック
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職場で役に立つヒント集～その１

１．電話

　DXが仕事上苦労することの一つが、電話に関わることです。DXは短期記憶が
苦手な人が多いので、電話を受けても、相手の名前を覚えられない、時間や用件
が覚えられなくて、きちんと電話内容の報告が出来ないのです。普通は、「メモを
取りなさい」と言われ、指導を受けるのですが、電話対応をしながらメモをするの
は、DXが最も苦手とする行為の一つです。

　電話が仕事上のストレスになることも多々あります。人によっては、電話が鳴る
だけでドキッとして、萎縮してしまうことがあるようです。

　相手によっては、「内容をメールで送ってください」とか「用件をファックスしてお
いてくれませんか」とお願いできる場合もあるかもしれません。でも、仕事関係では
そういう場合はむしろ少ないと思います。他に工夫できることは電話内容を録音
する、携帯電話に転送して内容を録音したり、着信履歴を後から確認する、という
こともあります。

　このような工夫は個人できることもありますが、経営者や上司、会社側にお願い
しないと出来ないこともあります。そのためには、ある程度自分の状態を回りに明
らかにしておくことも必要になってきます。
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２．時間管理、遅刻

　時間管理を苦手とするDXも多いようです。これは、時計を読むのが苦手、数字
を読むのが苦手、出来事の順番をきちんと覚えられない、先の出来事を想定する
のが苦手、というようなことがその理由に挙げられます。時には複数の原因が重な
ることもあるでしょう。

　２年前の「就労プログラム」の合宿の際も、時間管理が苦手の人を予測して、待
ち合わせ時間を９：００～１０：００と幅を持たせました。この方法はEDGEでは普
通に使われている方法です。ところが、この合宿の際はこの人は絶対遅れるだろう
という人も含め、全員が９：００に集まってしまい、１時間時間をつぶさなくてはな
らないという笑い話のようなことがありました。

　時間管理の方法として、予定や仕事の段取りを書いておくこと、あるいはスケジ
ュール表で仕事の指示をもらうというのも一つの方法です。携帯電話、スマートフ
ォン、iPad、パソコンなどで時間管理をするなど、最近のITツールの活用も有意義
です。

職場で役に立つヒント集～その２
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職場で役に立つヒント集～その３

３．社会関係～DXをあきらかにするかどうか

　就労後の仕事を進める上で、上司との関係、社内の人間関係はとても大事です。
ここで言うところの関係は、DXであること、あるいは自分の苦手とするところ、強
みであることを明らかにするかどうか、ということです。企業その他での仕事で、報
告書を書く、連絡メモ作る、企画書を書く、会議録を作るというのは基本的な仕事
です。

　しかし、この基本的な「書く」ということがDXの苦手なところです。ですから、こ
れができないと普通は「ダメ」がだされます。つまり「仕事ができない」、「サボリ」と
いうように評価されてしまいます。それが今の日本の職場ではスタンダードになっ
ているのです。

　ではどうするか。勿論、そういう社会が変わることが一番です。でも、すべての職
場が一挙に変わるとは考えられません。だとしたら、今いる職場から変えていくし
かありません。その一つの方法は、DXについての理解を職場で得ることではない
でしょうか。そして、それを得るためには、やはりある程度自分の状態、そしてDXと
いう問題について説明することです。

　もう一つは、あなたと職場という直接の関係ではなく、間にDXを理解している
人を介する。例えば、EDGEの人間がきちんとあなたとDXについて経営者、上司あ
るいは同僚の人たちに丁寧に説明したら、どのようなサポートが必要か、そのサポ
ートがあればあなたがどういう仕事が出来るかが理解され、あなたも周りの人も
スムーズに仕事が出来るのではないでしょうか。
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職場で役に立つヒント集～その４

4．仕事選び～強みと弱み

　仕事選びはDXにとってとても大事なプロセスです。DXの就労の体験を聞いて
いて、DXでは特に自分の得意なこと、強み、同時に不得手なこと、弱みを知ること
が大事だと思います。仕事をしているDXの人たちの多くが自分の得意、強みを仕
事に活かしています。

　逆に、強みを活かせない、あるいは弱みが問題になる職場ではなかなか長続き
はしません。「就労プログラム」に参加してくださった方々も自分の得意や強みを
活かせる仕事に就いていました。

　得意や強みというのはなかなか自分自身で探すのは難しいものです。今回の
DXの人たちの得意や強み、あるいは不得意や弱みは何回も会って、話して見えて
きたものがたくさんあります。そういう機会を持つことも、仕事選びにおいては必
要なことだと思います。
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職場で役に立つヒント集～その５

5．ITツール

　ITツールについては、別項でも何度か触れていますが、現在の社会ではDXのサ
ポートして重要な役割を持っていることは間違いありません。ただ、その人のDXの
度合いや種類によって、便利なものもあれば、あまり役立たないものもあると思い
ます。

　東京大学先端技術研究所では、DXだけでなく様々な障害者にとって便利な機
器やソフトウエアについて研究していて、「就労プログラム」でも来ていただいてお
話を聞いたり、便利な機器やソフトを実際に持ってきてもらいました。それらの機
器やソフトの多くは、DXや障害者のために作ったものではないそうです。そこで
は、世に出回っている機器やソフトの中でDXや障害者のサポートになるものはな
いか、と日夜探しているそうです。

　例えば、ICレコーダーというものがありますが、一般には講演や会議を録音する
ものですが、DXにとっては記憶という弱みをサポートする機器として活用できま
す。パソコンで使う音声読み上げソフトも元々は盲人のために作られたソフトです
が、文字を読むのが不得手なDXにとってとても便利なツールになります。

I PAD
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DXな人達から学ぼう

「DXな人達から学ぼう」

　私たちは２年間ディスレクシア（以下DX）の就労について考えてきました。その
時に私たちは、DXの人たちの生活、就職、仕事体験に耳を傾け、そこからたくさん
のことを気づかされ、また学ぶことができました。「誰かさんの場合から学ぼう」と
は、学問の世界では「ケースワーク」と呼ばれる方法に近いかもしれません。私た
ちがあえてこのような言い方をするのは、DXの人たちの日々の生活、仕事の中に
こそ、DXの就労の大きなヒントがあると考えるからです。

　ここでは、６人のDXの２年間の様子をつれずれなるままに書いてみました。特
に就労ワークショップを中心に、最初の出会い、現在、そしてこの２年間の変化に
着目しました。私たちも彼等との２年間の関わりで多くのことに気づき、学んでき
ました。ぜひ、読者の方も彼らの姿からまた違う何かを学んでくれたら幸いです。
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1． 砂長美んちゃんの場合
　
　砂長です。自分の名前が舌を噛むようなので、みなさんに美んちゃんと呼ばれていま
す。NPO EDGEに出会ったのは、コーチングを受けまして、3年ぐらい前でした。「自分の
弱点を隠さないで、オープンにしろということ」でした。そのころ仕事を3ヶ月に一度替え
ている状況でした。はっきり言って欝で、どうしようもない自分でした。そのコーチングが
きっかけで、ここへ来ることになりました。最初、柴田さんのところに電話をすると「３つも
４つも言われるとわからないんだよ」と言われて、電話を切られました。何回かメールもし
ても返事がありませんでした。直接、行ったほうが良いと友だちに言われ、住所を辿って、
柴田さんに会うことになりました。言ったら、ちゃんと話ができたので、それ以来、助けて
もらっている状況です。

飾って、作りこんでいる自分
　飾って、作りこんでいる自分がありました。私もイギリスに留学して、美術大学を出たの
ですが、これは私の作品なんです。自分は取り敢えず、英語ができるから、お金が欲しかっ
たら、なるべく外資系の一流企業に勤めていました。景気がよかったとき、話すのが得意
だったので、面接は一回で合格しました。ヘアメークの腕もあったので、面接に受かる顔
をしていました。会社によって、「機械系とか、IT系とか」と替えて、意外にうまく行きまし
た。一日、働くと、何もやることがないから、データ入力をお願いしますと、頼まれます。数
字が苦手なので、メチャクチャなことをやってしまいました。「君なんでもできるし、数字だ
って大好きって、言っていたじゃないか」と言われました。二日でクビと決めていても、二ヶ
月は雇ってもらいました。それで仕事が続きませんでした。

ノルマが不達成で、クビ
　彼氏ができるんだけど、家の番号がわからなくて、全部押してしまって、ますます混乱し
てしまいました。何回か、続きました。運転免許を取るのもたいへんでした。又、電話した
い人の名前が分からなくて、検索もできないから、半日、終わったりしました。ここに来た
ときは保険の営業をしていました。ハッピーだったんですが、一年ぐらいで、ノルマが不達
成で、クビになってしまいました。それが去年の４月でした。みんなが、仕事があるのに、自
分だけたいへんだと悩んでいました。

ディスレクシアを隠す
　私は隠していました。そのときには同じような友だちと知り合っていませんでした。他人
に言っても、「たいへんだな」で終わっていました。イギリスで言われただけで、日本では検
査する場所だって、ありませんでした。ひどい人は「目、どこについているの」なんて、酷いい
ことを言いましたね。上司でしたけど。「ちゃんとチェックしているの」と言われました。直
せば、直すほどおかしくなりました。続いていましたね。

DXな人達から学ぼう
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コンテストで準優勝
　８月にUVCのビジネスコンテストというものがありました。なんとこのコンテストに準
優勝してしまいました。そのアイデアで先月から惣菜屋さんを代々木で経営しています。
賞金を最初の店の契約家賃に当てました。店を始めてしまいました。今、二ヶ月、経ってい
ます。生ハムなんか置いてあり、意外にリッチな店で、立地も良いです。確かに、メチャクチ
ャ、疲れるんですが、自分がやめなければ、クビにならないで済むという利点があり、すご
く楽しくやっています。

英国での支援と配慮
　大学に居たときに、余りにも論文が書けなくて、ディスレクシアだと言われたのが、きっ
かけです。イギリスに居たときは、ディスレクシアで良いねとは言われないまでも、美術大
学で能力を発揮できるのだと言われました。すごく、自分に励みになりました。国からの支
援で、時間延長が普通に認められたり、パソコンを無料でもらえたり、そのぐらいの認知
度が日本にもあれば、楽だと思いました。
私がTOIECと交渉して、「時間延長、文字拡大、別室受験」を日本で、初めてやってもらい
ました。これはオフレコで絶対ブログに書くなといろいろと脅迫されました。アメリカやイ
ギリスでは普通に認められていることです。日本は一人認めてしまうと、たいへんらしいで
す。しかも、今回は特別措置で、次回認めるか、どうかわかりませんと言われました。実際、
時間延長したお陰で、今までにない高得点をとることができました。800点を越えまし
た。今まで600点前後でしたから、すごくうれしかったです。

手帳を取る
　現在、「読字障害」として、障害者手帳を５月に取れるように、昨年の10月から始めてい
ます。手帳をもらって、なにか利益を得るのではなく、だれかが突破口を開かない限り、悩
んでいる子どもも助けられないだろうという気持ちです。今こうやっていられるのも、自分
一人、悩まないことです。二年前、窮地でした。何回やっても自動車免許が取れないという
ことを共有できた友だちができたことです。本当に感謝したいと思います。これからも一
緒に啓発できるようにしたいと考えています。ここに居る人々には大盛り無料とかいろい
ろとサービスします。ユーロデリにぜひお越し下さい。金曜日にはテンプスタッフの社長
商品を納めています。社長もお店に来ていただきました。私の良いところは美的センスが
あるし、多動なところがあるから行動力があります。話が得意なのと、営業向きです。初対
面受けは良いのですが、それからどうなるか、わかりません。ありがとうございました。
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２．今野さんの場合

　違和感どう伝える？
自分自身は発達障害という診断が出ました。それに至るまで、生まれてから30数年、経っ
ていました。専門の先生に出会って、自分の違和感を始めてわかりました。それまでは違
和感があるけれど、それをどう伝えていいか、わかりませんでした。学校や塾の先生からも、
「お前になにを教えたらいいか、わからない」といわれることが多くありました。

転職
紆余曲折があって、ビジネス系の専門学校までは進学いたしました。就職がうまくいきま
せんでした。面接試験で、何度も落ち、非正規で働きました。飲食店、引越の作業員、ショ
ールームスタッフ、コールセンターで働きました。けっこう転 と々しばらく暮らしていまし
た。飲食店にいた時も、メニューがネックでした。
高級焼肉店で働いていて、「カルビークッパ、上ミノ、上タン」、ミノだとか、カルビーだとか、
メニューが情報の嵐でした。ラーメン屋だったら、醤油ラーメン、塩ラーメンじゃないです
か。けっこう大量にいろいろな注文があったので、困ってしまいました。メニューを書く、記
号がありました。それに何を書いたらいいかわからなくなりました。メニュー自体がおぼ
えられませんでした。けっこう間違って出してしまいました。かなりセレブの方が多くご来
店されました。かなり上がってしまって、二種類のタレを運ぶんですが、お客さまのネクタ
イにたらしたことがありました。これはクビになるなと思ったんですが、案外見逃してくれ
ました。けっこうことなきを得ました。そんな状況でしたから、クビになりました。その後も
何回か、クビになることがありました。

仲間・支援者との出会い
それで、今の仕事がレンタル商品の営業の仕事です。それに出会ってからは、だいたい７，
８年ぐらい経つんですけど、なんとか乗り切ってやっています。今回、このワークショップに
出会ったのは二年ぐらい前です。ちょうど、今の仕事と変わらないことをやっていました。
ワークショップを受けた後、どう違うかと考えたとき、柴田さんや深川君などの当事者に
出会えたことが本当に救いでした。自分だけが問題を抱えていたのではないことです。そ
れを気づかせてもらえた場でした。それだけでも精神的に救われたし、自分自身も前向き
になれました。受けたことにより変わったということを自覚しました。
障害者雇用に携わる人々、木村さんやここに居ませんが、IT企業の社長さんの渡邊さん
がいました。これらの人 と々の出会いで、自分も救われました。われわれの問題に取り組
んでくれる人がいることはうれしく思いました。これからの未来につながるのではないか
と感じています。
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　障害を伝えないわけ
自分の場合、いっさいクローズにしています。営業なんですけど、商品のサンプルを相手に
貸して、いいか悪いか、お客さんに決めてもらいます。営業成績が自分のできる範囲内で
うまく納まっています。議事録や報告書など、細かく書くように要求されると謝る以外に
ないですね。そんなに複雑なことがないので、なんとかやっています。かえって、発達障害
であることを公開して、どうしても営業成績には波があるので、それを理由に解雇になる
のを恐れています。

結構仲間はいる
営業で回っているときに、特に電車に乗っているとき、目の前に居る人々を観察してみる
と、われわれと同じ仲間がけっこういることに気づきました。最寄駅から同じ電車に乗る
ことが多い人でアスペルガーのような気質の人で、いつも時間通りに電車を待っていて、
乗ります。私は朝弱いので、ギリギリに走りこみで乗っていました。何回か、ドアが閉まる
直前に飛び込み、その男の人に迷惑をかけてしまいました。
その人は電車が来る前に必ず、待っているような人でした。そして、あるとき、その男の人
に注意を受けました。「あなたね。電車は来る前に待って乗るもんだ」と。その人は曲がる
ときもこだわっていて、普通の人より厳格に90度ぐらいに曲がってから、歩きます。やっぱ
り、われわれの仲間ではないかと思うようになり、人間観察が楽しくなりました。
さっきいろいろ出てきたんですが、自分も自動車で営業に出ることがあって、慎重に慎重
を重ねて運転するものですから、けっこう後ろの車に煽られることが多くあります。他の
人でも運転中に考え事をして、道路の途中で止まってしまったり、サイドブレーキをしっか
りかけないで、出ていったりします。周囲を見渡すとたくさん居ることがわかりました。そ
ういう人を見ているといとおしくもなります。ダメな人ほど、ヒーローだなと思いました。
いろいろな困難がありますが、前向きに来たなあ、という感じです。
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３．深川さんの場合

　障害者手帳を取る
３、４年ぐらい前、病院で発達障害と言われました。その後、ディスレクシアを自分で調べ
ました。自分がそうではないかと思いまして、専門の先生に診てもらいました。それでデ
ィスレクシアと診断されました。仕事は植物関係が好きで、その関係の仕事をしてきまし
た。高校卒業で仕事をしていたのですが、大学に進みたくなりました。大学に居る間にディ
スクレクシアだとわかって、卒業時に就職でかなりたいへんな思いをしまして、地元の発
達障害支援センターに通っていました。そして障害者手帳を取りました。発達支援センタ
ーの周囲に居たメンバーの何人かが障害者手帳を取ることになったので、取りました。就
職活動中に手帳を取ることを決めました。

手帳を取る前の仕事
今までは手帳を持たないで、仕事をしていました。伝票書きがうまくいきませんでした。領
収書など何回も書いてダメにしてしまいました。会議の議事録をとってくれと言われても、
覚えられないし、自分のノートは読んでも、よくわかりませんでした。困っていました。電話
の取り次ぎもうまくいきませんでした。まず名前を覚えられないですね。電話でだれだれ
です、と言って、会社名を言って、部署名を言われて、三つ言われると、最初は忘れていま
す。書こうとするときにはなんだかわからなくなります。だれかから電話がありました。だ
れだか、わかりませんでした。内容は覚えています。人の名前って、イメージできません。知
っている会社なら、自分の中にイメージができているので、わかります。人の名前は直接知
っていればともかく、それ以外は覚えられない。会社名も覚えられない。わかりません。

報告書
後は報告書ですね。すごく時間がかかってしまいます。大学のレポートが期日に間に合わ
なくて、困っていました。就職に関連する書類を書くのがたいへんで、他の人が20～30
社、受けている間に、書類を10通作るのが精一杯でした。

ディスレクシアをオープンにする
就職活動中にも、困ることがありまして、障害者手帳を取ることにしました。障害者雇用と
普通のものと、一緒に受けていました。今は障害者雇用で仕事をしています。会社にはオ
ープンにしています。会社に入ったときに、たまたま人事の人がトム･クルーズを知ってい
て、話がスムーズに行きました。人より苦手な部分が極端にある代わりに、得意な部分も
ありますと説明しました。人事から理解してもらえました。
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　電話の取り次ぎとか、議事録とかはトラブルの元になるので、やらない方向にしていま
す。ただ、自分主催の会議だけはどうしてもレポートを書かなければいけません。ちょっと
は書くことがあるのです。話しているうちに、なにを話したかを忘れてしまいます。雇う側
からすると、なんで伝票を書くのに何枚もダメにして、時間も普通よりもかけて書いている
ことを理解されません。今は事情がわかったので、トラブルにはなりません。

専門分野に特化すれば
だんだん少しずつ大きな企業にかわっているのですが。最初の会社は議事録、レポートは
存在もしませんでした。余りトラブルになりませんでした。専門的な内容の仕事をしたか
ったので、ある程度の規模の会社に入らざるえない事情がありました。仕事を変えるたび
にトラブルがだんだん大きくなっていきました。専門的な仕事で、なおかつトラブルになら
ないならない方法を考え、障害者手帳を取る選択をしました。

車の運転
自動車免許を取るのがみなたいへんだということを活動が始まるまで知りませんでした。
会社にも最初は言っていませんでした。困難なのは自分だけのこととして考えていまし
た。ペーパーテストだけといいますが私の場合は協調運動障害があります。同時に身体を
動かしたり、リズムを取ったり、することが難しいので、運転で、周りの状況を判断して、同
時にハンドルやペダル操作をしなければなりません。これがうまく行きません。交差点な
どで、戸惑ってしまいました。後ろからクラクションを鳴らされました。信号無視をしてし
まい、周りに気を取られる危険な運転なので、自分も怖いのですが、一緒に同乗した人々
はもっと怖かったと思います。
機械の複雑さではなくて、同時に処理しなければならないことがいくつあるか、なのです。
一個であれば、複雑であってもできます。単純であっても、同時に行わなければならないこ
とが多数あると混乱します。回線の太さのようなものです。
他の自動車がまったく走っていないところ、例えば教習所内で、好きに走るのは問題あり
ません。教習所内でしたら、ゆっくり走っても文句はいわれません。運転、そのものには問
題はないですが、周りの情報が同時に発生することに混乱しているのだと思います。作
業、そのものができないわけではありません。

ドクターストップ
途中で、医者との相談の上、自動車運転は止めることにしました。会社にはドクターストッ
プが出たという報告をしました。障害者雇用でも、最初は自動車の運転もすることになっ
ていたんですが、危険だから止める話になりました。多分、普通の雇用であったら、そのへ
んはなかなかうまくいかなかったと思います。細かい部分で配慮してもらっています。
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４．藤堂高直さんの場合

今、建築家として、仕事をしている藤堂高直です。十年間、海外で生活をしてきました。私
は15歳のとき、日本を出て、イギリスに行きました。しばらくたってからイギリスの高校で、
読み書きの能力に比べ、話す能力差が著しくあるので、そこに何かあるのではないかと疑
い、テストしました。そしてディスレクシアだと診断されました。僕がラッキーだったのが、
私が小学校のときに、「天才たちは学校が嫌いだった」という本がありまして、それを読み
ますと、ディスレクシアという文字が出てきました。

英国の支援
私自身、小学校のころからいくら努力しても、形にならないというフラストレーションがあ
りました。自分の学び方や自分の力の出し方に問題があったのだと思いました。イギリス
の学校で、スタディースキルという「勉強法」を教える授業を受けることになりました。そ
の中で、いろんな方法を試して行く中で、色のついたフイルターで文字を読みやすくした
り、タッチタイピイングを教わったりして、書かなくてもいい方法を習得しました。色を使
って、文字を覚えたりしました。一つの感覚ではなく、いろいろなものを試しながら、学ん
でいく方法でした。それがきっかけで、高校の最後になると自分の実力が最大限に発揮で
きるようになりました。私が行きたいと思っている大学にも行くことができ、大学院まで出
ることができました。二年前まで、フランスで仕事をしていて、その仕事が終わるあたりか
ら、WAMのワークショップには帰国したときには参加し始めました。今は日本で建築家
として働いています。港区で公共の幼稚園を設計しています。

日本で仕事をするということ
　日本で仕事をしていく中で、かなりたいへんな立場になっています。事務所の規模が小
さいので、私が全部、責任を背負って、仕事をしなければならない。その中の一つに議事録
を書くことも含まれています。議事録もiパッドを使って、なんとか書いていますが、それで
も難しいです。事務所の上司が私の代わりにノートをとって、私の書いた議事録をチェッ
クするという面倒くさいことをやっています。私がNHKの番組に出たときに、たまたま上
司が見てくれて、困難さを認知してくれてはいるけれど、理解できないようでした。私がな
にか辛いのです、と訴えると「がんばれ、がんばれ」とか、「やればできる」とか、「努力すれ
ばできる」という考え方です。私自身の根本的な辛さを伝えてはいるのですが、なかなか
伝わりません。もちろん、私自身、できるだけの努力と工夫はしています。苦手な作業がで
きるようになってきましたが、それを普通にやっていくには無理な負担がかかり、非能率
だと感じます。
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　私の読み書き能力は東大先端研究所で調べてもらったところ、小学校3年生並の能力
しかありません。具体的なスピードでいうと、一般の人々の三分の一で、かなり遅いです。
幸運にも、iパッドのような文明の利器のお陰で、ようやく人並みの時間で書けます。黄色
のフイルターを被せて見ているのですが、読むときも刺激が白と黒では強いので、それが
少し落ち着いて読みやすくなります。二つを合わせると、それなりにできることはできます
が、つらいことには変わりありません。それをやる以前は、書くだけで一杯一杯のため、内
容がどうか理解できませんでした。ただ辛いで意味がありませんでした。こんな機械を使
って、なんとかできるようにはなっているけれど、自分の持っている能力をなかなか出せま
せん。

努力と工夫
　海外にいて居心地がいいなと思ったのは、分業でした。それぞれになるべく得意なこと
をやらせようとすることでした。そんな中で私はうまく仕事をすることができました。そう
いう状況は小さな事務所では難しいと思います。
　「歩みより」が必要だということを悟りました。私達の大変さと得意な側面を伝えて、活
かしてもらうように伝えると同時に、受け皿としての社会も多様な個性の中にある可能性
を生かすように変わって行かなくてはならないと思います。

　私の場合、フランス、ドイツ、イギリスで働いていて、日本でも働いています。いろいろと
比較しています。日本に居て、絶望しているのは建築に従事しているディスレクシアの人
がほぼ全部が淘汰されようとしています。本来であれば、彼らが能力を最大限に発揮でき
る分野で有りながら、大学入試、資格試験などのさまざまな壁があります。結局、力を発揮
できるはずの私のような人は日本には残念ながらほぼ皆無です。

　2人の上司の1人が「例え、片腕でもみんなと同じことをしないと社会は受け入れない」
と考えています。私が考えるのは得意な分野を強めることによって、自信がつき、余裕が
出てくることになります。強みがどんどん上がってくることによって、活かせれば、活性化し
て、活きていけると思っています。

　もう少し大きなところで働きたいことと、イギリスの就労ビザが取れたので、渡英する
ことも考えています。内から変えていくのが難しかったら、外から変えるのも一つの方法
です。テレビに出たり、本を書いたりして、啓蒙して行きたいと思っています。受け入れる側
もいろいろなポケットを用意するようにして欲しいですね。
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５．村松さんの場合

　村松です。今、働いているのが、かなり重い脳障害のある人々の施設で、支援員として
働いています。ちょうど就労支援プロジェクトが始まるほんの少し前に就職が決まりまし
た。ほぼ同時に二年間やってきました。私の特徴は短期記憶障害を病院で指摘されまし
た。今の仕事の前にゲームの会社で働いていました。携帯電話のグラフィックゲームの仕
事だったんですが、そのとき、六本木に会社がありました。ホームページで調べたら、近く
に「難読症」の支援をしているNPOがありました。ちょうど歩いていける距離にあるので、
遊びに行きました。何回行きながら、スケッチして遊んでいたんですが、病院を紹介しても
らいました。そして「短期記憶障害」は普通の人は7桁の数字を覚えられるそうですが、自
分の場合、２桁ぐらいしかできません。

名前を覚えられない
　施設の利用者さんの生活を支援していますが、下着に名前が書いてあるんですが、それ
をたたんで、名前のあるところに入れる作業があります。それが名前を読んでも記憶でき
なくて苦労しています。だんだんそれぞれの特徴がわかってはくるんですが、それでも失敗
します。その仕事をやっていて、引継ぎがあります。一生、その施設で暮らしている人々の
支援をしているので、引継ぎをやらなければなりません。自分の作業報告を次の人々に伝
えるのが、苦手です。新人が入って来たとき、文章で伝えることは苦手ですが、利用者の特
徴を見つけるのは得意で、うまく伝えています。利用者の特徴をけっこうよく覚えているの
で、他の人々より見える面もあるようです。けっこう得意だと思います。短期記憶は悪くて
も、長期記憶はあるのかもしれません。

職場の理解
ゲーム会社に居たときには10数年前なので、自分が障害であることはわかりませんでし
た。ただ、やばい空気を出していました。例えば、プロレスラーのマスクを被ったり、いろん
なことをしたり、ネタを出したらきりがないほどのことをしました。ワザとやばくしていま
した。転職することになって、DX会等の活動を履歴書に書きました。受けたのが障害者施
設でした。すごく理解があります。入ってみると、みんな支援してくれます。僕も利用者さん
と同じです。雰囲気のきつそうな人ほど心配してくれたりします。４月から作業班「陶芸」
に変わります。入るときにアピールしていて良かったです。

ママチャリでも
僕はママチャリでゆっくり走って、人をひいてしまいました。これで自動車を運転するのは
諦めました。できる人はどんだけ天才なんでしょう。

DXな人達から学ぼう
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６．柴田さんの場合

　自分の得意な部分を伸ばし、苦手な部分は捨てていく
当事者で一番古い、柴田です。二年間でどう変わってきたかというと、エッジの事務局で
仕事をしていたのですが、ディスレクシア当事者として、わかっていなかった点がたくさん
ありました。一生懸命やっていたのですが、できないことのほうが多かった。自信が余りな
かった人間なのですが、DX会をやりながら、いろんなことがわかってきました。
われわれ、持っている才能が全然違うということです。その才能を活かすにはどうしたら、
いいかということを考えました。初めは「どこに得意なところがあるのか」を探しました。
日本の従来の方法では欠点を見つけ、欠点を直すことばかり考えていました。いいところ
を見つけ、伸ばすことを基本方針にやってきました。そして、やっていくうちにだんだん一
人一人自分の得意なところが見つかりまして、それを使って就労のほうにも取り組むよう
になってきたのです。DX会では自分の得意な部分を伸ばし、苦手な部分は捨てていく方
針でやってきました。

インターネットラジオ
これは私の一番得意な分野です。実は私は大学の文学部で、卒論のテーマは台本でした。
台本の翻訳をやりました。ドイツ語の戯曲を日本語に訳しながら、将来、自分で台本を書
ければ、いいなあという密かな夢がありました。

文字以外の表現方法
ディスレクシアの人々は文字を使って、表現することは得意ではありません。絵で表現す
ること、写真で表現するのも得意です。他に音で表現する方法はないかと悩んだところ
で。
始めたのがDXステーションです。このWAMの就労事業では６回のワークショップを全
部録音しまして、抜粋してラジオで流すことにしました。昨年はワークショップの後に、当
事者と講師の方に来ていただき、インタビューを取りました。そのために皆さん、原稿を
書いたりしたのですが、本当に型にはまった話しかしませんでした。聴いていて、確かに聴
きやすいですが、迫力がありません。棒読みですからね。この原稿は面白くありません。一
応番組らしいものはできあがりました。

失敗を乗り越える
３回目で大失敗しました。ICレコダー途中で故障しまして、音が録音できなくなりました。
もう一度収録しなおしました。６回目で又失敗しました。広い会場にICレコダーを二台、
置いて置いたんですが、一台動かなくなってしまい、音が録れませんでした。一台だと、も
しかして動かなくなったら、たいへんなので、こうやっていつも見ています。ときどき確認し
ないと、本当に危ないです。

DXな人達から学ぼう
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変化を恐れない
今年度、１０年度はワークショップ中の音をすべて収録して、面白いところを私が抜粋し
て、流すという方法に変えました。特に人気があるのは自動車免許について話していると
ころです。自動車免許試験のペーパーテストで落ちたことをみんな共通で話していまし
た。ペーパーテストに数回落ちたことをみんなで同意している場面ですね。いろいろと作
戦を立てているところです。それはそれで迫力があると思います。下手に編集してやってお
りません。ですから当事者の地の声が入っています。

工夫する
だいたい初めは一番組５分ぐらいでやっていました。10分とか、長くやってしまうと聴くの
が嫌になります。８回以降は話がわかりやすいように、番組自体を短めにしております。５
分以内にしております。これも工夫しました。実は一日当たり、30件弱のアクセスがありま
すから、どこかで、だれか聴いていますね。

職場の雰囲気
エッジの事務局で働いていますから、ディスレクシアを分からせるのが一つの仕事です。
エッジの事務局なので、一番理解はあります。商品見本みたいなものですから。
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支援者からの言葉

　ジョイ・コンサルティング　木村さん

　私は障害者の就労支援の会社をやっています。このワークショップをいろいろと手伝っ
てまいりました。ディスレクシアの人はアーティストとか、技術者とか、そんな人々が多い
のかなと思っていました。例えば、飛び込み営業で6、7年やっている今野さんなんかはこ
の不況なのに、すごいですね。村松君も知的障害者の相談員として、重度の人々の面倒を
見ています。美んさんの店で、私たちが紹介した統合失調症の人が働いています。その子
は午後からしか働けませんでした。惣菜屋さんは朝から営業しています。彼女は自発的に
朝から来だしました。それで、急激に症状が悪化してしまいました。ところが、彼女がだん
だん調子がよくなってきました。そして、彼女、明るくなりました。他の喫茶店に実習に行っ
ても、潰れてしまいました。だんだん、この二ヶ月、効果が上がっています。ディスレクシア
の人は長所と短所がはっきりしています。人の長所を見ようとする人々が多いと感じてい
ます。そんなスペースで人が働くと人を元気にするような気がします。一つの職域としてマ
ネージャーがいいですかね。マネージメントは他の人々がして、人を育てる仕事がいいの
ではないでしょうか。

ハローワーク担当者

地下一階の担当者には発達障害の人が来たら、「早口ではダメ、目でわかるようにしてく
ださい」と注意しています。メモがとれない人々がもし来たら、パソコンで書類を作ってあ
げましょうとか、ホームページから大切なところを探し、エントリーシートを一緒に作りま
しょう。と言っているつもりでも、頭ではわかってはいるけど、まだまだです。地図を見ても
わからいことが理解できない人々がいます。この地図だから、皆さん迷ってきます。もう少
し写真など付けて作ってくださいと働きかけているところです。学生で障害者手帳を持た
ない29歳以下の方は私のところへ来てください。

運転免許について

自動車運転免許を取るのに実技はできても、筆記試験で数度、落ちた回数をみんなで争
った場面がありました。そのぐらい自動車運転免許は取り難いのです。今は鮫洲試験場
のすぐ裏に試験問題を教えてくれる予備校みたいなものがあって、教わった直後に受ける
と、記憶に新しいので合格しやすいそうです。ことばつきも簡単にしている場合もあるそ
うです。時間延長もしてくれるということとルビ打ち等を国土交通省、警察署等に聞いて
いくと、案外やってくれるのです。そこらへん、初めからダメだと思わずに、まず聞いてみよ
う、やってみようとしました。
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【Iパッド】

　最初は携帯電話に情報を入れ、授業の始まり５分前にアラームが鳴るようにし
ていました。携帯電話は入力が面倒なので、PDAと言って、電子手帳のようなもの
を使っていました。今はiパッドになっています。

　手で文字を書くのが苦手なので、メモをとるために録音しました。最初は全部、
バラバラの機械で持っていました。一つの機械で入力や音声録音などの複数機能
が使えるものを探したら、結果的にiパッドになりました。今、iパッドで助かってい
るのが、録音しながら、入力が同時に出来て、文字を選ぶとすぐ直前の録音された
内容が再生されるソフトがあります。絵も描けます。絵のところをタップするとそ
の時に録音された内容が再生されます。どうしても議事録ようなものを書かなけ
ればならないとき、使っています。他にも録音、再生が楽なソフトがありますので使
っています。文章を読むとき、デジタル化したものがiパッド用に出ているようです。
中には文字の大きさを変えられる、テキストを処理できるようなソフトもありま
す。そのようなソフトを自分で工夫して使っています。

説明書がないので、使いやすいです。あっても薄いもので、起動して、つなげて下さ
いという基本的なことだけです。かなり直感的に使うことができます。従来の機械
とは違うようです。

iフォンとか、iパッドは複雑な作業を一つのボタンでできるようになっています。別
に障害のある人用に作られたわけではないけれど、ユニバーサルデザインで、だれ
が使っても使いやすいように作られています。

　紙にマインドマップでメモをとっています。そういう工夫をしています。
　パソコンで使える範囲は狭いです。今はスマートフォンを使っています。前のは
ボタンが複雑だから操作をよく忘れましたが、今はボタンが単純だからできます。
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資料集　～DX支援機器紹介

【キーボード】
手でテキストを書くよりもキーパッ
ドを用いてタイピングをする方が
テキストをより早く書く事が出来る
場合もあります。また、テキスト上
の誤字脱字の修正もしてくれるた
め、手書きにおけるミスが少なくな
ります。

【音声入力】
テキストは手で書く以外にも音声
を文字化する事も可能です。

【マインドマネージャー】
ディスレクシアの人の中には思考
をまとめるのが苦手な人もいます。
マインドマッピングは覚えなくては
いけない事項同士を関連付けて覚
える、有効な記憶方法です。
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【文章の読み上げ】
テキストを音と文字の両方から取
り入れることで理解が早く出来る
可能性が在ります。

【ひらがなナビィ】
漢字テキストに読み仮名を自動で
付けてくれます。また、文字を大き
くする、行間を空ける、分かち書き
等、テキストのレイアウトを変える
事でもテキストは読み易くなりま
す。

【カラーフィルター】
色の相性は個人差がありますが、
カラーフィルターをテキストに重ね
る事でテキストを読み易くすること
が可能です。
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社会の仕組み　確定申告

仕事をしてその謝礼や報酬、給与としてお金が支払われます。支払う側はその中から税金を源泉徴
収として預かり、皆さんの代わりに税務署に納めています。その証拠が源泉徴収票として皆さんに送
られてきます。（※１源泉徴収票の例）

一つのところに勤めていると年末調整という形で税額が調整されますが、いくつかのところからの
収入があると確定申告をすることになります。他にもその年の間に仕事を変えた、入院などで１０万
円以上かかった等の事柄があった場合は確定申告をします。

皆さんは２０１０年の間に本来の仕事の他にこの福祉医療機構の助成事業の実行委員として収入
がありましたので、皆さんが確定申告をする必要があります。

まず、確定申告に必要な情報を私が用意した用紙に記入してください。先にお送りしていたので用意
した方はそれを取り出して下さい。書きいれるのが大変な方は周りの支援員に手伝ってもらって下
さい。（※２記入情報用紙）

それでは一つ一つステップを踏んでいきましょう。「確定申告の手引」を参考にしていきます。

まず、確定申告書の上に自分の情報を書き入れて下さい。
住所、氏名、性別、職業、生年月日、電話番号などです。

【手順１】
収入全部の金額を出します。源泉徴収票の「支払金額」を書き出して計算します。緑の収入金額等の
欄に書き入れます。
給与　合計　㋐
雑その他　合計　㋒

【手順２】
所得金額を出します。
㋐ の金額に対して簡易所得表を使って出します。
手引きに書いてある式を使うのはとても困難ですから、ウェブからダウンロードする事も出来ます。
今日は皆さんの給与に当たるところのページをコピーして持ってきましたので参考にしてください。（
これは給与などはある程度その仕事をするのに必要な経費をおおよその計算で引くものです）
㋒は経費がかかったものを証明する事が出来れば引くことが出来ます。交通費、文具などその仕事
をするのにかかった経費です。普段から領収証は取っておくようにしましょう。
この二つの金額の合計を⑤に記入します。

資料集　～確定申告
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【手順３】
所得から引く金額を計算して記入します
⑥　社会保険料控除　公的年金＋健康保険　下書き　３０ページ右上
⑦　小規模企業共済　全額
⑧　生命保険　　　　１６ページの上
⑨　地震保険料　　　１６ページの下
⑩から⑭　は結婚をしているのか、離婚や死別しているか、子どもがいるのか等それぞれの事情に
よって違いますのであとで一人ひとりに合わせて話します。
⑮　基礎控除　　　　３８万円と記入してください
⑯　⑥から⑮までも合計を書き入れます
⑰から⑲　は寄付をした、医療費が１０万円以上、盗難にあった等がなければ記入しません。※エ
ッジは寄付の対象ではありません。認定ＮＰＯ、学校、ふるさと納税などが考えられます。
⑳　所得から引かれる金額の合計を記入します

【手順４】
税金の計算
21　⑤の金額－⑳＝21
22　21にかかる税金を計算します。22ページ
23から29は当てはまる人には後で個別に説明します。
30　所得税額　22から23から29に当てはまる金額を差し引いた
金額を記入します
32　源泉徴収税額：源泉徴収票の源泉徴収税額の合計を記入します。
33　申告納税額　30－32　が＋の人は33に納める金額を記入
34　申告納税額　30－32　が－の人は34に還付（返ってくる）される税金
を記入します
【手順５】
還付される税金の受け取り場所として自分の銀行または郵便局の口座の情報を書き入れます。

ここまで出来たら、あとは第二表に必要事項を書き入れて、源泉徴収票や国民年金保険料などの
支払証明書を添付書類台紙に貼って提出して下さい。

【ワークショップ後】
実際に全て自分で記入するのは至難の業であることがわかりました。解決方法として下記の様な
方法があります。

１） 税務署の相談窓口に出向きある程度できるところまで書き入れたものを持参して相談する
２） 税務署に設置してあるパソコン上で書き入れる
３） 自宅などでインターネット上で使えるフォーマットを使用する
４） e-taxを活用する（登録などする必要あり）
５） 税理士さんにお頼みする
６） 家族、友人や知り合いに手伝ってもらう
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第７回DXステーション：ファイルNO21～24

★ファイル：NO 21
第１回ワークショップ 
オープニングと「当事者の就労状況ｰ１」　
当事者：村松　洋一
http://www.voiceblog.jp/dx_station/1207390.html

★ファイル：NO 22
「当事者の就労状況ｰ２」
当事者：藤堂　高直　
http://www.voiceblog.jp/dx_station/1211979.
html#comments

★ファイル：NO 23
「自動車免許取得の苦労談」
成人ディスクレシア当事者にとって、最大の困難は自動車免許の
取得です。
http://www.voiceblog.jp/dx_station/1216678.
html#comments

★ファイル：NO 24
「ワークショップ全体の感想とエンデイング」

講師：榎本　達彦、アシスタント：渡邊　悠子、当事者：深川　猛
http://www.voiceblog.jp/dx_station/1222610.html

第8回DXステーション：ファイルNO27～34

★ ファイル：NO 27 
「オープニング」
夏合宿の当日にハープニングがありました。

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1268593.html

★ファイル：NO 28
第２回ワークショップー（１）
「就労している当事者の困難：柴田　章弘」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1274089.html
★ファイル：NO 29
第２回ワークショップー（２）
「就労している当事者の困難：今野　清史郎」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1287476.html

★ ファイル：NO 30
第２回ワークショップー（３）
「就労している当事者の困難：村松　洋一」

資料集　～ネットラジオ～

「ワークショップの感想」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1292106.html

★ファイル：NO 31
第３回ワークショップー（１）
「砂長　美んさんの職務経験」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1306873.html

★ファイル：NO 32
第３回ワークショップー（２）
「砂長　美んさんの適職」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1311295.html

★ファイル：NO 33
「ワークショップ全体の感想」
砂長　美ん、今野　清史郎

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1320618.html

★ファイル：NO 34
エンデイング：「ハラハラの夏合宿でわかったこと」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1330059.html

第9回DXステーション：ファイルNO35、NO38～47

★ファイル：NO 35
オープニング：「支援機器/起業と企業」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1339177.html

★ファイル：NO 38
第４回ワークショップー（１）
「読み書き困難の支援ツール」

読み書き困難ってなに？

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1357994.html

★ファイル：NO 39
第４回ワークショップー（２）
「読み書き困難ってなに？：当事者の工夫」

成人ディスレクシア当事仕事上でしている工夫を語ります。

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1362388.html
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★ファイル：NO 40
第４回ワークショップー（３）
「読み書き困難ってなに？：支援機器」

成人ディスレクシア当事者たちが実際に支援機器を使ってみまし
た。

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1372476.html

★ファイル：NO 41
第５回ワークショップー（１）
「起業」

起業された方にお話をうかがいました。

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1376115.html

★ファイル：NO 42
第５回ワークショップー（2）
「起業」

社長の一番大切な役割とは？

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1378655.html

★ファイル：NO 43
第５回ワークショップー（3）
「起業」

ディスクシア企業家の話から得た感想は？

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1379480.html

★ファイル：NO 44
第５回ワークショップー（4）
「企業」

ディスレクシア当事者の面接トライアル：砂長　宏子

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1380206.html

★ファイル：NO 45
第５回ワークショップー（5）
「企業」

ディスレクシア当事者の面接トライアル：柴田　章弘

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1381111.html

資料集　～ネットラジオ～

★ファイル：NO 46
第５回ワークショップー（6）
「企業」

１ファシリテーターの感想

２第５回ワークショップの総合感想

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1382034.html

★ファイル：NO47
１エンデイング：「本当に役立つ支援器機/ユーロデリ開店報告」

 http://www.eurodeli.jp/
　
http://www.voiceblog.jp/dx_station/1382117.html

第10回ステーション：ファイルNO48～58

★ファイル：NO 48
オープニング：「確定申告と発表会」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1403162.html

★ファイル：NO 49
発表会ー（１）
「就労事業の二年間の成果：藤堂　栄子」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1411252.html

★ファイル：NO 50
発表会ー（2）
「就労事業の二年間で感じたこと：榎本　達彦」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1418307.html
★ファイル：NO 51
発表会ー（3）
「就労事業の二年間の成果：柴田　章弘」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1423205.html

★ファイル：NO 52
発表会ー（4）
「就労事業の二年間の成果：深川　猛」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1427292.html

★ファイル：NO 53
発表会ー（5）
「就労事業の二年間の成果：今野　清史郎」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1436938.html
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資料集　～ネットラジオ～
★ファイル：NO 54
発表会ー（6）
「就労事業の二年間の成果：藤堂　高直」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1472508.html

★ ファイル：NO 55
発表会ー（7）
「就労事業の二年間の成果：村松　洋一」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1498982.html

★ファイル：NO 56
発表会ー（8）
「就労事業の二年間の成果：砂長　宏子」

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1531909.html

★ファイル：NO 57
1発表会ー（9)
「就労事業の二年間の成果」
会場からの質問：自動車運転とIT機器操作について

2最後の挨拶

http://www.voiceblog.jp/dx_station/1549363.html

★ファイル：NO58
エンデイング：「成人ディスレクシア就労で一番大切ことは？」
http://www.voiceblog.jp/dx_station/1554518.html

総監督　　　　榎本　達彦
台本、編集　　柴田　章弘
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資料集　～過去の振り返り～

過去の振り返り＝無意識をかき回す

・人は生まれてから様々な体験をして、今の自分になる
・体験はドンドンたまり、古い体験は無意識の奥に沈殿する
・その無意識の沼に、沢山の宝物が埋まっている
・それをどうやって掘り出すか

思い出(体験）が沈殿し、固ま
ってしまう。

その無意識をかきまわして、
思い出を意識化する。

かきまわす
=過去を振り返ると、宝物が見つかります。

体験

意識

無意識




